
1.愛の挨拶 作曲：エドワード・エルガー

イギリスの作曲家、エドワード・エルガーが婚約者に贈った愛情に溢れる１曲で
す。もともとはヴァイオリンとピアノのために書かれた作品ですが、今回はフルー
ト2本とピアノの編曲でお届けいたします。

2. You raise me up 作曲：ロルフ・ラヴランド

この曲は、多くのアーティストによってカバーされていますが、中でもケル
ティック・ウーマンによるカバーがよく知られています。「You raise me up」
は和訳すると「あなたが私に力をくれる、立ち上がらせる」などの意味になります。
皆さまの大切な人を想いながらお聴きください。

3.生命の奇跡 作曲：村松 崇継

NHKドラマ「マドンナ・ヴェルデ」の主題歌です。またイギリスの少年合唱団
リベラ(Libera)により、透明感のある美しい歌声で歌われています。歌詞の一部に
「心をひとつにつなげていれば、私たちは誰もひとりきりではない」という歌詞が
あります。新型コロナウイルスにより、不安な日々を過ごされた今、ぜひ皆さまに
聴いていただきたい1曲です。

4.紅 Rouge en feuより ⅰ秋風 ⅲ紅燃ゆる 作曲：真島 俊夫

二人の女性フルーティスト、立花千春氏と前田綾子氏からの委嘱で書かれた作品
です。紅葉した公園の葉や黄金色に輝く街路樹がとても美しいパリの秋と、燃える
ような紅の京都の紅葉のイメージを組曲にしたものです。

今回は秋の気配を感じさせる第一曲“秋風”、燃え立つ紅葉を描いた第三曲“紅
燃ゆる”を演奏いたします。

5.ふるさとの四季 編曲：源田 俊一郎

日本の美しい四季を歌った曲になります。「故郷」からはじまり、春夏秋冬と季
節を巡り、また「故郷」へ戻っていく構成になっています。この曲は約16分にも
及ぶ大曲のため、今回は抜粋してお贈りいたします。

6.県民の歌 作詩：岡 きよし 作曲：川島 博

栃木県民の歌は、昭和37年に作曲されました。栃木県への郷土愛や親しみが感
じられる、県民の心が１つになる歌です。今回はフルート2本とピアノで演奏いた
します。
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御来場の際は、感染症対策に御協力ください。

・発熱や風邪の症状がある方は御来場をお控えください。
・マスクを着用してください。
・手指消毒や手洗いを行ってください。
・客席入場時に検温の御協力をお願いします。

壬生町出身。佐野日本大学高
等学校を経て宇都宮短期大学音
楽科卒業。同大学研究科修了。
その後3年次編入し、武蔵野音
楽大学器楽学科ピアノ専攻卒業。
宇都宮短期大学第49回、第50
回卒業演奏会に出演。武蔵野音
楽大学在学中、2018年選抜学
生によるコンサートに出演。第
10回セシリア国際音楽コン
クール第2位。第20回“万里の
長城杯“国際音楽コンクール第
4位。第20回日本演奏家コン
クール入選。現在、伴奏ピアニ
ストとして活動している。

長 雅大

栃木県佐野市出身。宇都宮大
学教育学部音楽教育専攻卒業。
フルートを栗田智水氏に師事。
第14回栃木県吹奏楽ソロコン
テスト準グランプリ、第37回
栃木県学生音楽コンクール金賞、
他。現在演奏活動を行いながら
後進の指導にもあたる。栗田智
水氏主宰によるAmitié Flute 

Ensembleのメンバー。2022年
Flute Duo Rosée(フルート デュ

オ ロゼ)を結成。

佐瀬 珠奈子
栃木県栃木市出身。栃木県立

翔南高等学校卒業。宇都宮短期
大学音楽科フルート専攻卒業、
同短期大学研究科修了。同短期
大学「第45回、第46回卒業演
奏会」に出演。現在、ブライダ
ルプレイヤーとして活動する他、
県内各地でコンサートを行いな
がら、後進の指導にもあたる。
これまでにフルートを栗田智水、
崎谷直、崎谷美知恵の各氏に師
事。栗田智水氏主宰によるAmitié
Flute Ensembleのメンバー。
2022年Flute Duo Rosée(フルー

ト デュオ ロゼ)を結成。

神山 有理

Flute Duo Rosée

新型コロナウイルス

感染症対策のお願い

「あしぎんマロニエ県庁コンサート」今後の予定

12月7日 佐野日本大学高等学校吹奏楽部 (2022年度最終回)

かみやま ゆり

させ みなこ

ちょう まさひろ

出演者からのメッセージ
2019年末からの新型コロナウイルス禍により、コンサートやイベントはもちろ

ん、普段の日常生活にまで大きな影響がありました。改めて生きていくということ、
命の大切さを考える機会が増え、懸命に闘ってくださっている医療従事者の方々や、
自分の周りの人々への感謝の気持ちをより強く感じています。

今回私たちのテーマである「愛、いのち、感謝」を多く取り入れた選曲になって
います。生の音楽だからこそ感じるもの、伝わるものがあると思います。来場され
た方々に、音楽を通して「愛、いのち、感謝」をお贈りいたします。


